
高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 11 HR ～ 17 HR

教科担当者：

使用教科書： （

教科 の目標：

科目 の目標：

３
学
期

Ｅ 自然環境と防災
【知識及び技能】自然災害の規模や頻
度、備えや対応の重要性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】備え等を
多面・多角的に考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】自然環境
と防災の課題を主体的に追究、解決しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
日本の地形や気候について理解させる。
地震や津波の被害を理解し、その備えに
ついての取り組みを考察させる。
気象災害に備えての取り組みを理解させ
る。
災害発生時の危機管理体制の整備につい
て考察させる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等
formsによる小テストの実施

【知識・技能】自然災害の規模や頻度、備えや対応の
重要性を理解している。
　
【思考・判断・表現】備え等を多面・多角的に考察・
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】自然環境と防災の課
題を主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○

２
学
期

Ｃ 生活文化の多様性と国際協力
【知識及び技能】人々の生活文化の多様
性や変容等を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】変容の要
因等を多面・多角的に考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】生活文化
の多様性等の課題を主体的に追究、解決
しようとする態度を養う。

・指導事項
サハラ以南のアフリカを例に、植民地支
配の歴史と人々の生活文化や産業がどの
ように関わっているかを考察させる。
アメリカ合衆国の産業が、人々の生活に
与える影響について考えさせる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等
formsによる小テストの実施

【知識・技能】人々の生活文化の多様性や変容等を理
解している。
　
【思考・判断・表現】変容の要因等を多面・多角的に
考察・表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】生活文化の多様性等
の課題を主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○

・指導事項
東南アジアの季節風（モンスーン）の影
響を生かした生活文化について理解させ
る。
インドの人々の暮らしに、ヒンドゥー教
がどのように関わっているかを考察させ
る。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】人々の生活文化の多様性や変容等を理
解している。
　
【思考・判断・表現】変容の要因等を多面・多角的に
考察・表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】生活文化の多様性等
の課題を主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
私たちの生活が地形とどのように結びつ
いているかを考えさせる。
私たちの生活が気候要素とどのように関
わっているかを考えさせる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等
formsによる小テストの実施

○ 11

○ 14

Ｄ 地球的課題と国際協力
【知識及び技能】地球的課題の傾向性や
課題相互の関連性を大観し理解する。
【思考力、判断力、表現力等】課題の現
状や要因を多面・多角的に考察、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】国際協力
等の課題を主体的に追究、解決しようと
する態度を養う。

・指導事項
地球的課題について、私たちができるこ
とについて考えさせる。
世界における地球環境問題への取り組み
について理解させる。
持続可能なエネルギーの利用方法につい
て考えさせる。
人口問題とその対策について考察させ
る。
食料問題の解決方法や取り組みについて
理解させる。
国や地域によって違う都市・居住問題に
ついて考えさせる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】地球的課題の傾向性や課題相互の関連
性を大観し理解している。
　
【思考・判断・表現】課題の現状や要因を多面・多角
的に考察、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】国際協力等の課題を
主体的に追究、解決しようとしている。 ○ ○ ○ 15

合計

70

定期考査 ○ ○

配当
時数

１
学
期

Ａ地図と地理情報システム
【知識及び技能】読図から地図や地理情
報ｼｽﾃﾑの役割や有用性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】地図等を
多面・多角的に考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】地図等の
課題を主体的に追究、解決しようとする
態度を養う。

・指導事項
地球上の位置に違いが与える私たちの生
活への影響を考えさせる。
地図や地理情報システムの役割や種類を
理解させる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等
formsによる小テストの実施

【知識・技能】読図から地図や地理情報ｼｽﾃﾑの役割や
有用性を理解している。
　
【思考・判断・表現】地図等を多面・多角的に考察、
表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】地図等の課題を主体
的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 4

Ｃ 生活文化の多様性と国際協力
【知識及び技能】人々の生活文化の多様
性や変容等を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】変容の要
因等を多面・多角的に考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】生活文化
の多様性等の課題を主体的に追究、解決
しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

Ｃ 生活文化の多様性と国際協力
【知識及び技能】人々の生活文化の多様
性や変容等を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】変容の要
因等を多面・多角的に考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】生活文化
の多様性等の課題を主体的に追究、解決
しようとする態度を養う。

○

○ 〇

11

定期考査

・現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解している。
・調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けている。

地理に関わる諸事象について、国家及び社会の形成者とし
て、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主
体的に追究、解決しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 地理総合
地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる諸事象に関して、世界の生活文化の多様性や
防災、地域や地球的課題への取組などを理解しているとと
もに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資
料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま
とめている。

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位
置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間
的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用し
て多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に向
けて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明した
り、それらを基に議論したりしている。

帝国書院「高等学校　新地理総合」 ）

地理歴史

・地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見
られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力
を身に付けている。

・地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとしている。
・多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他
国の文化を尊重することの大切さについての自覚を深めている。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

芦花

〇 1

○ ○ ○ 5

○

【知識・技能】人々の生活文化の多様性や変容等を理
解している。
　
【思考・判断・表現】変容の要因等を多面・多角的に
考察・表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】生活文化の多様性等
の課題を主体的に追究、解決しようとしている。

〇 1

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 1

2

Ｆ 生活圏の調査と地域の展望
【知識及び技能】地理的な課題解決への
取組や探究する手法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】課題解決
への取組を多面・多角的に考察、構想、
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】生活圏の
調査と地域の展望の課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養う。

・指導事項
生活圏が抱える課題を探求し、どのよう
な方法で地域の特徴をとらえ、どのよう
に課題を解決すればいいのかといった展
望を見い出させる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等
formsによる小テストの実施

【知識・技能】地理的な課題解決への取組や探究する
手法を理解している。
　
【思考・判断・表現】課題解決への取組を多面・多角
的に考察、構想、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】生活圏の調査と地域
の展望の課題を主体的に追究、解決しようとしてい
る。

○ ○ ○

Ｂ 結び付きを深める現代世界
【知識及び技能】時差、日本の領域、国
家間の結び付き等を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】日本の位
置等を多面・多角的に考察、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】世界の地
域構成の課題を主体的に追究、解決しよ
うとする態度を養う。

・指導事項
国家の領域や国境の定まり方や日本の位
置や領域の特徴を理解させる。
グローバル化に伴った世界の国々の結び
付きを考えさせる。
・教材
教科書、ﾜｰｸｼｰﾄ、PowerPoint
・一人１台端末の活用　等
formsによる小テストの実施

【知識・技能】時差、日本の領域、国家間の結び付き
等を理解している。
　
【思考・判断・表現】日本の位置等を多面・多角的に
考察、表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】世界の地域構成の課
題を主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査 ○ ○


